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　まちの発展において水道の整備は必要不可欠のもので
ある。いかに水を確保し、また制御するかは都市機能の維持
において最重要課題といってもいいだろう。実際、江戸時
代、幕府は飲料水の確保に苦しんだ。幕府は手始めとして
神田上水を整備したが、まちの拡大とともに神田上水だけで
は水の確保が難しくなっていた。水の需要が高まる中、幕府

が注目したのは多摩川の水を江戸に引き込む一大プロジェ
クトだった。「玉川上水」と呼ばれる上水建設に尽力したの
が庄右衛門・清右衛門の兄弟だった。
　のちにその功績が認められ、「玉川」という苗字を与えら
れた2人は、羽村の取水堰で水を取り入れ、四谷大木戸ま
での全長43㎞の間を素堀で水を引く大工事を計画。提出
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